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特 集

な
こ
と
が
、
国
内
で
も
起
き
つ
つ
あ
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
日
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
、
東
京
2
0
2
0

大
会
）に
絡
め
な
が
ら
、「
労
働
基
本
権
」
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
最
初
に
、
こ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
図
1
）。
こ
れ
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
伸
び
た
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー

ン
の
中
で
、
様
々
な
段
階
に
お
い
て
人
権
侵

害
の
リ
ス
ク
や
環
境
社
会
に
与
え
る
負
の

影
響
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
、
採
取
・
生
産
地
に
お
け

る
人
権
や
労
働
の
リ
ス
ク
、
大
規
模
な
環
境

破
壊
、
あ
る
い
は
取
引
工
場
で
の
労
働
問
題

と
い
っ
た
、
会
社
で
の
経
済
契
約
の
外
に
あ

る
も
の
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

I
O
C
も
持
続
可
能
性
を
意
識

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）は
、

1
9
9
4
年
、「
ス
ポ
ー
ツ
」「
文
化
」
に
「
環

人
権
・
労
働
基
本
権
の
近
年
の
進
展
状
況

〜
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
〜

第
20
回
「
海
外
で
の
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
」
国
内
労
使
セ
ミ
ナ
ー

黒
田
か
を
り
氏

一
般
財
団
法
人
C
S
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

事
務
局
長
・
理
事

今
の
ま
ま
で
は
持
続
不
可
能

　

気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
の

地
球
規
模
の
課
題
が
、
国
内
で
も
様
々
な
形

で
露
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧

困
、
格
差
拡
大
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
か
つ

て
は
途
上
国
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
よ
う

 図1

黒田かをり氏
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境
」
を
加
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の
第
3

の
柱
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
2
0
1
4
年
12
月
に
採
択
し
た
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
2
0
2
0
」
で

は
、「
持
続
可
能
性
を
重
要
視
す
る
」
と
い

う
I
O
C
の
取
り
組
み
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
9
月
に
は
、

17
の
目
標
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」（
S
D
G
s
）
を
中
核
に
し
た
「
我
々

の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
を
要
約

す
る
と
、
今
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
の
社
会

は
持
続
不
可
能
で
あ
る
と
の
前
提
で
、「
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
延
長
で
は
な
い
、生
産
や
消
費
の
あ
り
方
、

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

が
必
要
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、I
O
C
に
よ
る
働
き
か
け
に
よ
り
「
ス

ポ
ー
ツ
も
ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
に
お

け
る
重
要
な
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
我
々

は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
寛
容
性
と
尊
厳
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
る
、
開
発
及
び
平
和
へ
の
寄

与
、
ま
た
、 

健
康
、
教
育
、
社
会
包
摂
的
目

標
へ
の
貢
献
と
同
様
、
女
性
や
若
者
、
個
人

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
能
力
強
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
認
識
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
お
け
る

「
持
続
可
能
な
開
発
」

　
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
は
、
通
称
ブ

ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
が
1
9
8
7
年
に

公
表
し
た
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界

委
員
会
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
概
念
で
す
。

当
時
の
「
将
来
の
世
代
の
欲
求
を
満
た
し
つ

つ
、
現
在
の
世
代
の
欲
求
も
満
足
さ
せ
る
よ

う
な
開
発
」
と
い
う
定
義
は
、
基
本
的
に
現

在
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

2
0
1
2
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は

「
O
n
e
 
P
l
a
n
e
t 
L
i
v
i
n
g
（
地

球
１
個
分
の
暮
ら
し
）」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
将
来
の
世
代
の
欲
求

を
満
た
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代
の
欲
求
も

満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開
発
。
た
だ
し
、
地

球
1
個
分
の
中
で
」
と
い
う
意
味
で
す
。
そ

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、

持
続
可
能
性
計
画
と
持
続
可
能
な
調
達
基

準
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
2
0
2
0

大
会
で
も
、
こ
れ
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、
持
続

可
能
性
計
画
と
し
て
、
①
気
候
変
動
へ
の

対
策
、
②
廃
棄
物
の
最
小
化
、
③
生
物
多
様

性
の
保
全
、
④
社
会
的
包
摂
（
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）、
⑤
健
康
な
生
活
、
の
5
項
目
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
①
ど
こ
で

作
っ
た
か
、
②
誰
が
作
っ
た
の
か
、
③
何
で

で
き
て
い
る
の
か
（
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
か
）、
④
包
装
材
、
⑤
使
用
後
、
ど

こ
で
使
わ
れ
、
ど
う
処
分
さ
れ
、
今
後
活
用

で
き
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
持
続
可
能
な

調
達
基
準
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
す
。
ま

た
、1
5
5
0
万
食
分
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
①
地
元
産
、
②
持
続
可
能
な
農
業
、

③
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
④
季
節
の
野
菜
、
⑤
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
⑥
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
6
つ
の
指
針
も
明
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ
デ
ィ

ア
に
は
、
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
持
続
可

能
性
の
側
面
に
も
、
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
と

I
S
O
2
0
1
2
1

　

東
京
2
0
2
0
大
会
で
も
、
次
の
よ
う
な

大
会
ビ
ジ
ョ
ン
が
す
で
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
（
図
2
）。

　

こ
れ
ま
で
の
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、「
環
境
」
へ
の
配
慮

は
か
な
り
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
東

京
2
0
2
0
大
会
で
は
、「
環
境
」の
み
な
ら

ず「
社
会
」や
「
経
済
」の
側
面
を
含
む
幅
広

い「
持
続
可
能
性
」
に
関
す
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
持
続
可
能
性
に

配
慮
し
た
大
会
の
準
備
・
運

営
に
あ
た
り
、
組
織
委
員
会

は
次
の
4
原
則
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
①
持
続
可
能
性
へ
の

責
任
、
②
利
害
関
係
者
の
参

画
、
③
倫
理
性
、
④
透
明
性
で

す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
原
則
は

I
S
O
2
0
1
2
1
の
「
イ
ベ

ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

持
続
可
能
な
発
展
の
統
治
原

則
」
に
即
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
I
S
O
2
0
1
2
1
は
持
続

可
能
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
た
め

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規

格
で
あ
り
、
こ
れ
は
2
0
1
2

年
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
前
に
、

 図2
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東
京
2
0
2
0
大

会
で
は
、
9
万
人
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
関
わ
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
そ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
含
め
た
様
々

な
組
織
が
参
加
・
協

働
、
連
携
し
、
教
育

の
機
会
に
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
と

持
続
可
能
な
調
達

　

持
続
可
能
な
調
達
と
は
、
物
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
調
達
に
お
い
て
、
経
済
合
理
性
の
み
な

ら
ず
、
持
続
可
能
性
に
も
配
慮
し
た
調
達
を

行
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

調
達
コ
ー
ド
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
基
本
原
則
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
と
き
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
東
京
2
0
2
0
大
会
で
も
、
物
品

イ
ギ
リ
ス
が
主
導
す
る
形
で
国
際
標
準

化
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
招
致
の
段
階
で

「
I
S
O
2
0
1
2
1
を
取
得
す
る
」
と
公

言
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
取
ろ
う
と
い
う
段

階
で
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
と
運
営
計
画

　

東
京
2
0
2
0
大
会
に
お
い
て
は
、
持
続

可
能
性
に
配
慮
し
た
5
つ
の
運
営
計
画
が
あ

り
ま
す
。

①
気
候
変
動
（
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　

目
標
達
成
に
向
け
た
施
策
と
し
て
は
、

C
O
2
排
出
量
の
適
切
な
把
握
、排
出
回
避
、

排
出
削
減
、
そ
し
て
参
加
・
協
働
、
情
報
発

信
。
こ
れ
ら
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
C
O
2

を
最
小
化
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

②
資
源
管
理

　

こ
れ
は
「
資
源
効
率
性
」
や
「
循
環
経
済
」

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
取
組
み
を
実
施

し
、
3
R
（
Rリ
デ

ュ

ー

ス

e
d
u
c
e
、
Rリ
ユ

ー

ス

e
u
s
e
、

Rリ
サ

イ

ク

ル

e
c
y
c
l
e
）の
実
現
に
向
け
た
努
力

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
目
標
達
成

に
向
け
た
施
策
と
し
て
は
、
廃
棄
物
発
生
か

ら
処
理
ま
で
の
適
切
な
把
握
、
省
資
源
・
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
・
再
生
利
用
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

③
大
気
・
水
・
緑
・
生
物
多
様
性

　

こ
れ
は
自
然
環
境
と
の
共
生
や
、
建
設
工

事
や
運
営
に
伴
う
騒
音
や
水
質
汚
濁
等
に
つ

い
て
、
そ
の
環
境
負
荷
の
最
小
化
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

大
気
環
境
・
水
環
境
等
の
向
上
、
生
物
多
様

性
の
確
保
、良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
で
す
。

④
人
権
・
労
働
・
公
正
な
事
業
慣
行
等
へ
の

配
慮

　

大
会
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
に
対
す
る
配

慮
、
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
権
・

労
働
へ
の
適
正
な
配
慮
、
公
正
な
事
業
慣
行

等
へ
の
配
慮
で
す
。
な
お
、
持
続
可
能
性
に

配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド
（
第
一
版
）
に
は
、

そ
の
適
用
範
囲
と
し
て
「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
及

び
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
調

達
コ
ー
ド
を
遵
守
す

る
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
求
め
る
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

⑤
参
加
・
協
働
、
情
報

発
信
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
）

や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
供
給
さ
れ
て
い

る
か
を
重
視
し
ま
す
。
ど
こ
か
ら
採
り
、
何

を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
へ
の
働
き
か
け
、
資
源
の
有
効
活

用
、
こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
を
重
視
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
調
達
コ
ー
ド

の
共
通
基
準
は
、「
全
般
」「
環
境
」「
人
権
」

「
労
働
」「
経
済
」
の
順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
物
品
ご
と
の
個
別
基
準
」
も
あ
り
、

調
達
す
る
上
で
特
に
配
慮
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
物
品
と
し
て
、「
木
材
」「
農
産
物
」「
畜

産
物
」「
水
産
物
」
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
「
紙
」

 図3
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季
大
会
で
は
建
設
労
働
者
へ
の
賃
金
未
払
い

問
題
が
発
生
、
ま
た
2
0
2
2
年
の
カ
タ
ー

ル
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
て

は
、
外
国
か
ら
の
建
設
労
働
者
の
過
酷
な

実
態
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
2
0
2
0
大
会

は
大
丈
夫
な
の
か
？
　

　

東
京
2
0
2
0
大
会
に
向
け
て
も
、
N
G

O
・
N
P
O
が
様
々
な
動
き
を
見
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、環
境
団
体
が
I
O
C
に
、

新
国
立
競
技
場
な
ど
の
会
場
建
設
が
人
権

侵
害
や
環
境
破
壊
に
関
わ
る
恐
れ
が
あ
る

と
の
書
簡
を
送
っ
た
例
が
あ
り
ま

す
。
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
な
の

で
す
が
、
組
織
委
員
会
で
作
っ
て

い
る
調
達
コ
ー
ド
と
い
う
の
は
、

組
織
委
員
会
が
調
達
す
る
も
の
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
立
競

技
場
の
建
設
は
国
の
事
業
で
す
。

し
か
し
、
外
か
ら
見
れ
ば
一
つ
の

「
東
京
2
0
2
0
大
会
」
で
あ
っ

て
、
事
業
主
が
国
な
の
か
、
都
な

の
か
、
あ
る
い
は
組
織
委
員
会
な

の
か
は
関
係
な
い
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
私
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
わ
る
こ
と
の
全
て
に
調
達
コ
ー

ド
を
採
用
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
は
「
シ
ー
フ
ー
ド
・

レ
ガ
シ
ー
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

時
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
プ
レ
イ
フ
ェ
ア
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
世
界
の

ス
ポ
ー
ツ
用
品
産
業
で
働
く
労
働
者
の
権

利
尊
重
を
求
め
る
国
際
的
な
労
働
組
合
連

合
や
N
G
O
な
ど
が
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
の 

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
も
、
国
際
N
G
O
が
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
産

業
に
対
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
。

こ
う
い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
続
い
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
持
続
可
能

調
達
コ
ー
ド
が
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
問
題
そ
の
も
の
が
解
決
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
0
1
4
年
の
ソ
チ
冬

「
パ
ー
ム
油
」
が
追
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
労
働
人
権
問
題

　

1
9
9
0
年
代
以
降
、
特
に
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
い

て
、
企
業
の
社
会
的
責
任
へ
の
要
請
が
世
界

的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
注
目
を
浴

び
る
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
労
働
者

の
搾
取
、
強
制
労
働
、
児
童
労
働
、
人
権

侵
害
な
ど
へ
の
抗
議
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
格
好
の
機
会
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
2
0
0
4
年
ア
テ
ネ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ら
引
用
し
た
も
の
で
す（
図
3
）。
昨
年
の
秋
、

イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
新
聞
が
、
安
い

シ
ー
フ
ー
ド
の
背
景
に
は
奴
隷
労
働
が
あ
る

と
書
き
ま
し
た
。
タ
イ
の
エ
ビ
漁
に
お
け
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
出
稼
ぎ

労
働
者
が
、
非
常
に
劣
悪
な
環
境
下
に
置

か
れ
て
お
り
、
命
を
落
と
す
人
も
い
る
と
い

う
内
容
で
し
た
。
東
京
2
0
2
0
大
会
の

調
達
コ
ー
ド
の
中
に
も
水
産
物
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
担
保
方
法
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
図
３
の
下
部
に
は

「
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
世
界
基
準
を
満
た
し
た

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
の
普
及
で
日

本
の
水
産
業
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
奴
隷
労
働
を
懸
念
す
る

グ
ル
ー
プ
は
世
界
的
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

近
年
の
労
働
・
人
権
に
関
す
る

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

こ
れ
は
労
働
・
人
権
に
関
す
る
2
0
1
0

年
以
降
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
抜
粋
し
た
も

の
で
す
（
図
4
）。

　

と
り
わ
け
2
0
1
5
年
と
い
う
の
は
、

国
際
的
に
大
き
な
約
束
事
が
つ
く
ら
れ
た

年
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
年
に
英
国

で
「
現
代
奴
隷
法
（M

odern Slavery A
ct 

2015

）」
が
成
立
し
、
多
く
の
日
本
企
業
に
も

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。
同
年

4
月
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
に
持
続
可
能
性

 図4
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部
が
誕
生
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
エ
ル
マ
ウ

で
行
わ
れ
た
G
7
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言

で
は
「
責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」
が

記
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
G
P
I
F
（
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
が
責

任
投
資
原
則
に
署
名
。
以
来
、
E
S
G
（
環

境
（Environm

ent

）、
社
会
（Social

）、
ガ

バ
ナ
ン
ス
（Governance

） 

の
英
語
の
頭
文

字
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
企
業
や
機
関
投
資

家
が
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
寄
与
す

る
た
め
に
配
慮
す
べ
き
3
要
素
と
さ
れ
る
）

は
、
日
本
国
内
で
も
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
く
2
0
1
5

年
、
国
連
で
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
、
12

月
に
は
国
際
的
に
温
暖
化
対
策
を
定
め
た

「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
が
改
定
さ
れ
、
そ
こ

に
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
視
点
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
あ
る
い
は

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お
け
る
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
流
れ
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
人
権
に
関
し
て
は

「
指
導
原
則
実
施
の
た
め
の
国
別
行
動
計
画
」

を
各
国
で
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本

は
そ
れ
に
関
し
て
、
何
も
言
及
し
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
6
年
11
月
に

開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
席
上
で
、
日
本
の

国
連
代
表
部
大
使
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
の
調
達
コ
ー
ド
を
作

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
国
と
し
て
も
、
ま
ず

は
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
と
国
別
行
動

計
画
を
作
り
ま
す
」
と
明
言
し
た
の
で
す
。

私
も
そ
の
場
に
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
か

な
り
嬉
し
い
驚
き
で
し
た
。

　

2
0
1
7
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、「
I
L

O
多
国
籍
企
業
及
び
社
会
政
策
に
関
す
る
原

則
の
三
者
宣
言
」
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
4
月

に
は
「
I
S
O
2
0
4
0
0
（
持
続
可
能
な

調
達
）」
と
い
う
新
し
い
規
格
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」に
関
す
る

指
導
原
則

■ 

日
本
的
な
人
権
、
世
界
的
な
人
権

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
の
方
々
と
「
人
権
」

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、そ
こ
で
出
て
く
る
の
は
や
は
り
「
人

権
は
難
し
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
、

日
本
に
お
け
る
主
な
人
権
課
題
は
次
の
と
お

り
で
す
（
図
5
）。
こ
こ
に
は
、
人
権
侵
害

に
あ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
イ
シ
ュ
ー

が
出
て
く
る
と
、
例
え
ば
2
0
1
1
年
の

原
発
事
故
の
後
に
は
「
東
日
本
大
震
災
に
起

因
す
る
人
権
問
題
」、「
放
射
能
被
ば
く
に
つ

い
て
の
風
評
被
害
（
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
）」

と
い
っ
た
も
の
が
追
記
さ
れ
て
い
く
わ
け

で
す
。

　

一
方
、
1
9
4
8
年
12
月
、国
連
総
会
に

て
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
に
は

（
図
6
）、「
自
由
・
平
等
」、「
差
別
の
禁
止
」

か
ら
、「
政
治
参
加
の
権
利
」、「
労
働
の
権
利
」

と
い
っ
た
も
の
ま
で
、
も
っ
と
普
遍
的
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
何
か
を

機
に
人
権
侵
害
に
あ
う
立
場
に
な
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
う
し

た
記
載
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 図5

 図6

 図7
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一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の

枠
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
原
則
が
策
定
さ

れ
、
2
0
1
1
年
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に

関
す
る
指
導
原
則
」（U

N
GPs

）
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
枠
組
み
は
3
本
の
柱
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
8
）
ま
ず
、
国
家
に
は
、
政
策
や

法
制
化
等
で
、
人
々
を
人
権
侵
害
か
ら
保
護

す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
次
に
、
企

業
も
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
し
て
人
権
を

尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

企
業
に
法
律
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
デ
ュ

ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（D
ue

とD
iligence

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉

で
「
当
然
な
さ
れ
る
べ

き
努
力
」
の
意
味
）
に

よ
っ
て
、
潜
在
的
な
人

権
侵
害
も
含
め
て
、
事

前
に
把
握
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
予
防
あ
る
い
は

対
応
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
最
後
に
、
実
際
に
人

権
被
害
に
あ
っ
て
い
る

人
や
、
そ
の
周
囲
の
人

た
ち
が
救
済
手
段
に
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た

め
の
「
苦
情
処
理
メ
カ

ニ
ズ
ム
（G

rievance 
M
echanism

)

」
の
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
枠
組
み
」
が
、
I
S
O
2
6
0
0

0
、
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
多

国
籍
企
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
2
0
1
1
年

改
定
版
）
を
は
じ
め
と
し
た
政
府
方
針
や

業
界
団
体
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

企
業
の
人
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
本
的
な

指
針
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

■ 

指
導
原
則
実
施
の
た
め
の
行
動
計
画

　

2
0
1
1
年
に
指
導
原
則
は
つ
く
ら
れ
た

の
で
す
が
、
人
権
侵
害
の
事
例
が
な
か
な
か

後
を
絶
た
ず
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
必
要
が

し
か
し
、
日
本
で
は
「
人
権
」
と
言
わ
れ
た

と
き
に
、「
自
分
は
人
権
侵
害
に
あ
う
グ
ル

ー
プ
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」
と

い
う
解
釈
を
す
る
人
が
多
い
の
で
す
。
日

本
人
は
、
普
遍
的
な
人
権
に
対
す
る
理
解

を
も
っ
と
高
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

■ 

米
国
が
指
摘
す
る
日
本
の
人
権
課
題

　

米
国
務
省
は
毎
年
、「
国
別
人
権
報
告

書
」
を
出
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の

W
e
b
サ
イ
ト
に
も
載
っ
て
い
ま
す
。
日
本

の
法
務
省
が
考
え
る
人
権
課
題
は
（
図
7
）

の
通
り
な
の
で
す
が
、
米
国
が
考
え
る
日
本

の
人
権
課
題
（
図
7
）
に
は
、
例
え
ば
「
外

国
人
技
能
実
習
生
の
搾
取
を
含
む
人
身
取

引
」
が
あ
る
わ
け
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
の
注
目
が
集
ま
る

た
め
、
日
本
国
内
で
意
識
し
て
い
る
人
権
課

題
と
、
世
界
が
日
本
を
見
て
思
う
人
権
課
題

の
間
に
は
、
若
干
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
障
害
者
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
、
L
G
B
T
I
へ
の
社
会
的
差
別

に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」に
関
す
る

　 

国
連
で
の
議
論

　

2
0
0
8
年
、
国
連
事
務
総
長
特
別
代

表
に
任
命
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ジ
ョ

ン
・
ラ
ギ
ー
教
授
は
、「
保
護
、
尊
重
及
び

救
済
」
と
い
う
枠
組
み
を
提
案
し
、
全
会

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
指
導
原
則
を
実

施
す
る
た
め
に
、人
権
理
事
会
で
は
条
約
化

の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
方
で
条

約
化
に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
た
め
、
ま

ず
は
各
国
政
府
が
国
別
行
動
計
画
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
人
権
に
マ
イ
ナ
ス
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
い
よ
う
に
防
止
し
、

人
権
を
保
護
す
る
た
め
に
、
各
国
政
府
が

立
案
し
、
執
行
す
る
政
策
文
書
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
G
7
の
国
で
は
、
別
の
仕
組

み
を
持
つ
カ
ナ
ダ
を
除
き
、
日
本
以
外
は

す
で
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話

 図8

 図9
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し
し
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
も
よ
う
や
く
動

き
は
じ
め
ま
し
た
。
外
務
省
、
法
務
省
、
経

済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
な
ど
を
中
心
に
、

策
定
に
向
け
た
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
4
月
末
時
点
で
行
動
計
画
を

作
っ
て
い
る
各
国
の
状
況
は
次
の
資
料
の

と
お
り
で
す
（
図
9
）。

現
代
奴
隷
法

　
「
現
代
奴
隷
法
」
は
2
0
1
5
年
に
制
定

さ
れ
た
も
の
で
、
人
身
取
引
、
強
制
労
働
、

搾
取
（
性
的
搾
取
、
臓
器
提
供
の
強
制
な

ど
）も
含
み
ま
す
。
対
象
は
、
世
界
の
売
上

高
が
3
6
0
0
万
ポ
ン
ド（
約
65
・
5
億
円
）

を
超
え
る
企
業
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ

ス
で
活
動
し
て
い
る
企
業
の
す
べ
て
を
含
む

た
め
、
多
く
の
日
本
企
業
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、「
奴
隷
・
人
身
取
引
声
明
」

を
出
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

具
体
的
に
は
、「
組
織
の
構
造
と
事
業
及
び

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」、「
奴
隷
と
人
身
取
引

に
関
連
す
る
方
針
」、「
事
業
と
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
お
け
る
奴
隷
と
人
身
取
引
に
関
連

す
る
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
の
プ
ロ
セ
ス
」、「
事

業
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
」
な

ど
の
内
容
を
含
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
企
業
の
取
り
組
み
を
更
に
強
化
す

る
た
め
に
法
律
改
正
の
手
続
き
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
で
公
共
調
達
に
関
す
る

報
告
要
件
の
適
用
も
議
論
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）

　

S
D
Gs
（
図
10
）に
つ
い
て
補
足
し
ま

す
。「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
で
は
、
指
標
を
開
発
し
成
果
を
は
か

る
こ
と
や
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
役
割
や
責
任

に
つ
い
て
強
く
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
、
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
企
業
の
方
々
の
S
D
Gs
に
対
す

る
関
心
は
非
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。
S
D

G
s
の
特
徴
は
、
普
遍
性
、包
括
性
、
統
合

性
、
多
様
性
で
あ
り
、
課
題
間
の
つ
な
が
り

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
な
か
で
も
目

標
８
は
「
働
き
甲
斐
も
、
経
済
成
長
も
」
と

し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
注
目
に
値
し
ま
す
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
は
こ
の
目
標
８
に
加
え
て
、「
１
、 

貧
困
の

終
焉
」「
12 
、 

持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態

の
確
保
」
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
日
本
政
府

は
2
0
1
6
年
12
月
に
実
施
指
針
を
策
定

し
ま
し
た
。
実
施
指
針
の
内
容
は
首
相
官

邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
今

あ
る
も
の
は
、
す
で
に
日
本
政
府
が
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
を
S
D
Gs
に
紐
付
け
て

整
理
し
直
し
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
「
一
億
総
活
躍
」
の
中
の
「
働
き
方

改
革
」
や
「
女
性
活
躍
」
と
い
っ
た
施
策
が

S
D
Gs
に
即
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
調
達

　

2
0
1
7
年
4
月
に
、I
S
O
の
新
規
格

I
S
O
2
0
4
0
0
「
持
続
可
能
な
調
達
」

が
正
式
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
義
は

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
り
、
社
会
的
、

経
済
的
及
び
環
境
的
に
最
大
の
利
益
を
も

た
ら
す
調
達
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
り
ま

す
。「
持
続
可
能
な
調
達
は
商
品
ま
た
は
サ

ー
ビ
ス
並
び
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
属
す

る
供
給
者
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
に
関
連
す
る

持
続
可
能
性
側
面
を
含
む
」。
つ
ま
り
、
持

続
可
能
で
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
企
業
で
長
時
間
労
働
が
慢
性
化

 図10
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特 集 ◆ グローバル時代の社会的責任を考えるグローバル時代の社会的責任を考える ～今、労働組合が取り組む理由～

黒田かをり（くろだ・かをり）
一般財団法人CSOネットワーク　事務局長・理事
民間企業に勤務後、コロンビア大学経営大学院日本経済経営研究所、
米国の民間財団であるアジア財団日本の勤務を経て、2004 年より現
職。2010年よりアジア財団のジャパン・ディレクターを兼任。

日本のNGO代表として ISO26000（社会的責任）の策定に参加。現在、
ISO20400（持続可能な調達）国内WG委員、2020年東京オリンピック・
パラリンピック組織委員会「持続可能な調達コード」WG委員、持続
可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）Japan 理事、SDGs
推進円卓会議構成員、国際開発学会理事などを務める。
米国公認会計士協会会員。ハーバード教育大学院修士。

し
て
い
た
ら
「
持
続
可
能
な
調
達
」
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

自
身
の
持
続
可
能
性
側
面
も
含
め
て
い
る
の

で
す
。
な
お
、
こ
の
I
S
O
2
0
4
0
0

は
民
間
調
達
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
・
公

共
調
達
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
労
働
機
関（
I
L
O
）に

つ
い
て

　

1
9
7
7
年
に
採
択
さ
れ
た
「
I
L
O

多
国
籍
企
業
及
び
社
会
政
策
に
関
す
る
原

則
の
三
者
宣
言
」
が
、
2
0
1
7
年
3
月
、

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
S
D
Gs
や
ビ
ジ
ネ

ス
の
人
権
な
ど
を
反
映
す
る
形
で
改
定
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
、
東
京

2
0
2
0
大
会
と
組
織
委
員
会
と
I
L
O

は
、
2
0
1
7
年
5
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
両
者
は
も
と
も

と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て

の
こ
と
な
の
で
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
準
備
、
組
織
運
営
に
お
い
て
は
、

様
々
な
労
働
人
権
課
題
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
I
L
O
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
に
よ
っ
て
課
題
へ
の
取
り
組
み
が

き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

E
S
G
投
資
の
拡
大

　

E
S
G
投
資
が
拡
大
し
て
い
る
背
景
に

は
、
地
球
規
模
問
題
の
深
刻
化
や
、社
会
的

責
任
な
ど
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど

か
ら
進
ん
で
き
た
企
業
に
よ
る
E
S
G
情

報
の
開
示
な
ど
、
諸
々
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
日
本
で
の
E
S
G
投
資
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
G
P
I
F 

が
国

連
責
任
投
資
原
則（
P
R
I
）に
署
名
し
た

こ
と
や
、2
0
1
7
年
7
月
に
、G
P
I
F

が
日
本
株
の
3
つ
の
E
S
G
指
数
を
選
定

し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
E
S
G
投

資
の
増
加
は
、
こ
の
数
年
で
か
な
り
加
速
し

て
い
ま
す
。
世
界
で
も
不
確
実
性
、
不
透

明
性
と
い
う
も
の
が
高
ま
っ
て
は
い
る
の

で
す
が
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し

て
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
思
え
る
と

こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
へ
の

提
案
・
期
待

　

持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
運
営
計
画
と

調
達
コ
ー
ド
を
作
成
し
た
こ
と
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

I
S
O
2
0
1
2
1（
持
続
可
能
な
イ
ベ
ン
ト

運
営
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
）

の
中
に
、
様
々
な
要
件
が
入
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
組
織
委
員
会
に
は
、
ま
ず
こ
れ
の
認
証

取
得
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
S
D
Gs
の
実
施
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
に
関
す
る
国
別
行
動
計
画
の
作
成

な
ど
、
関
連
の
動
き
と
し
っ
か
り
連
動
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

建
物
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
レ
ガ
シ

ー
も
重
要
で
す
が
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
レ

ガ
シ
ー
も
非
常
に
重
要
で
す
。
国
と
自
治

体
に
は
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
公
共

調
達
、
政
府
調
達
の
実
施
検
討
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
2
0
2
0
大
会

で
培
わ
れ
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
、
そ
の
後
の
社
会

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
の
一
人
ひ
と
り

が
、
東
京
2
0
2
0
大
会
を
機
に
、
持
続
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
行
動
を
起
こ

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

国内労使セミナーで講演する黒田氏（2017年 7月14日、電機連合会館）


